





























































































































































































































シンガポール （＊1） 23.8％ 76.2％
マレーシア 13.5％ 27.0％ 59.5％
タイ 42.5％ 19.6％ 37.9％
インドネシア 38.3％ 19.3％ 42.3％
ベトナム 57.9％ 17.4％ 24.7％
フィリピン 33.2％ 15.0％ 51.8％
ミャンマー 62.7％ 12.0％ 25.0％
カンボジア 39.8％ 3.5％ 56.7％
ブルネイ 1.4％ 21.4％ 77.2％
ラオス N.A N.A N.A
（参考　帝国書院　統計資料　世界　面積・人口　雇用労働者
産業別割合［2010］より筆者作成。2012/3/15アクセス。タ





シンガポール マレーシア EU 中国
マレーシア シンガポール 中国 日本
タイ 日本 中国 EU
インドネシア 日本 中国 シンガポール
ベトナム 中国 EU 米国
フィリピン 中国 日本 米国
ミャンマー 中国 タイ インド
カンボジア タイ 米国 中国
ブルネイ 日本 韓国 シンガポール
ラオス タイ 中国 EU
（IMF, Direction of Trade Statistics  2012より筆者作成。 2013/3/1アク
セス）
ASEAN EU
面積 448万 km2 432万 km2
人口 58,717万人 50,248万人
GDP 18,436億米ドル 160,259億米ドル










て考える。ASEANの域内輸出 /域内輸入の割合は 24.6％ / 26.6％（2010年）であった。
経済産業省通貨政策局中南米室の 2010年のデータを参考にすると南米南部共同市場のメ
ルコスコール（加盟国─ブラジル、アルゼンチン、パラグアイ、ベネズエラ、ウルグア
イ）の域内輸出 /域内輸入の割合は 14％ / 15％（2010年）に比べると高い割合であるの
が分かる。しかしながら、EUは 1958年の EEC発足時の域内貿易比率は約 40％から 40










で、域外貿易額総額は 1兆 8809億米ドルである。この値は ASEAN域内国間貿易額の



























して、以下では ACU（Asia Currency Union）という言葉を用いる。そもそも ACUとは
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